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防災講座に取り組んでいます 

 

 

 成人年齢が１８歳に引き下げられたことから、日田市では

１月８日（日）パトリア日田において「令和５年日田市２０

歳のつどい」と名称を改め開催されました。 

 日田市全体で５３３名、大山地区では対象者２１名のうち

１４名が参加しました。 

 例年通りの式典ほか、今年は２０歳の方で実行委員会を組

織し式典の企画・運営を実施。「学校恩師からのお祝いメッ

セージビデオ」や、「学校生活の思い出写真スライドショー」

などを流しました。 

 記念品贈呈では、おおやま西峰自治会の大庭希
の

愛
あ

さんが地

区代表として記念品を受け取りました。 
代表で記念品を受け取る大庭さん 

「２０歳のつどい」が開催されました 

「２０歳のつどい」に参加する大山地区のみなさん 
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 大山っ子チャレンジ教室 しめ縄作り 

 大山中学校生徒のみなさんがボランティア活動の一環

で育てたパンジーの花を昨年１２月大山公民館に寄贈し

ていただきました。 

 パンジーのプランターは公民館駐車場付近に設置、公

民館利用者の目を楽しませてくれています。 

 大山公民館主催による「サックスで楽し

もう！懐かしのメロディー」演奏会を１月

２２日（日）大山文化センターで開催、６

６名の聴講者が参集しました。サックス奏

者の園田豊士さんは 1950～1980 年代の映

画音楽・洋楽・日本の歌謡曲など 20 曲程

度演奏しました。 

 また、大山町中川原の江田通徳さんが友

情出演し、股旅物「一本刀土俵入り」と、

前津江町曽家の綾垣虎雄さんが作詞した

「お米さんありがとう」の２曲にあわせて

舞踊を披露しました。 

 参加者は「歌を口ずさんで 50 年前の想

い出が蘇った」と話していました。 

 

ありがとう！大山中学校生徒によるボランティア活動 

 大山中学校生徒さんは年２回ボランテ

ィアで大山公民館の清掃もしてくれてい

ます。 

 夏の暑い時期には窓ふきと草取りを、

秋には駐車場いっぱいの落ち葉を掃いて

くれるので本当に大助かりです。 

 積極的に「地域のために自分ができる

こと」を実践する中学生の姿に感心しま

す。 

 

「サックスで楽しもう！懐かしのメロディー」演奏会を開催 

お正月フラワーアレンジメント 

 毎年恒例の女性セミナー「お正月フラワーアレンジ

メント」講座を１２月２４日に開催、講師の後藤尚美

さんによる指導で華やかなアレンジメントを完成さ

せました。 

女性セミナー

料理！ 



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大山町移住者交流会を開催しました 

    
 日田市は平成２８年から令和３年度まで６年連続で大分

県内の市町村の中で移住者数が№１となっています。 

この要因として「空き家バンク利用者への補助」など日田

市の「移住・定住施策」活用があげられます。 

 過去６年間での日田市への移住者は 1,356世帯、大山町へ

の移住者は４６世帯いらっしゃいます。 

 大山町住民の方と、大山町へ移住して来られた方との「交

流会」を１２月４日（日）大山公民館主催（協力 日田市ひ

た暮らし推進室、大山振興局、大山集落支援員、NPO法人リ

エラ）で大山公民館にて開催しました。 

 

 この日は大山町住民のご家族６世帯１８名、大山へ移住さ

れたご家族６世帯１３名が参加しました。 

 交流会では各ご家族の自己紹介後、大山町の江田孝子さん

の指導により「折り紙で作る干支のうさぎ」ワークショップ

を行い、会場は和やかな雰囲気で参加者の会話が弾みました。 

 大山町に移住して１０年になる田邉さんに「先輩移住者か

らのおはなし」をしていただきました。 

 昼食では食生活改善推進協議会大山支部の皆さんが調理し

たカレーを参加者で会食しました。 

 

 移住体験ツアーなどの「移住支え合い事業」を行っている 

ＮＰＯ法人リエラの河津さんより「日田市への移住希望者」

に対し「空き家バンク」登録数が全然足りていません。情報

提供のご協力をお願いします。」とお話がありました。 

 「大山マルシェ実行委員会」の朝倉真紀さんは「大山マル

シェにぜひ立ち寄ってください。マルシェへの出店も大歓迎

です。」とお話しされました。 

 参加者からは「今後の広がりにワクワクを感じた」「郷土

料理教室などもしたい」など感想が寄せられました。 

幼児・小学生とそのご家族が多く参加しました 

大山にお嫁さんに来たママも地域の人と繋がりました 

食推協大山支部のみなさんがカレーを調理 



 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

館
長
の
一
日 

新
し
い
年
が
始
ま
り
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
発
生
か
ら
す
で
に
三

年
が
経
過
し
て
い
ま
す
が
そ
の
勢
い
は
未
だ
に
衰
え
を
み
せ
ま

せ
ん
。
日
田
市
か
ら
感
染
注
意
の
放
送
が
連
日
さ
れ
て
い
ま
す
。

特
に
高
齢
者
の
方
や
重
篤
な
持
病
の
あ
る
方
は
注
意
が
必
要
な

よ
う
で
す
。 

そ
の
よ
う
な
中
で
今
年
一
月
か
ら
公
民
館
の
コ
ロ
ナ
対
応
が

変
わ
り
ま
し
た
。
今
ま
で
の
対
応
で
得
ら
れ
た
知
見
に
よ
り
「
利

用
者
名
簿
の
記
載
提
出
」
と
「
施
設
消
毒
の
実
施
」
が
削
除
さ
れ
、

「
適
切
な
換
気
の
実
施
」
と
「
手
指
消
毒
液
、
サ
ー
モ
グ
ラ
フ
ィ

ー
の
設
置
」
は
そ
の
ま
ま
継
続
で
す
。
対
人
距
離
に
つ
い
て
は

「
最
低
一
メ
ー
ト
ル
離
れ
る
」
と
あ
り
ま
し
た
が
「
三
密
に
な
ら

な
い
よ
う
に
留
意
し
て
、
人
と
人
が
触
れ
合
わ
な
い
距
離
と
す

る
」
に
変
更
に
な
り
ま
し
た
（
公
民
館
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
）。
そ
し

て
日
常
生
活
で
は
「
マ
ス
ク
の
適
切
な
着
脱
や
手
洗
い
三
密
の

回
避
、
換
気
等
基
本
的
な
感
染
対
策
に
と
り
く
み
ま
し
ょ
う
。」

（
厚
生
労
働
省
）
と
し
て
い
ま
す
。
お
互
い
に
そ
れ
な
り
の
注
意

を
し
な
が
ら
集
ま
り
、
会
話
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。 

本
来
公
民
館
は
多
く
の
方
た
ち
が
集
い
、
学
び
、
繋
が
る
場
所

で
す
。「
コ
ロ
ナ
対
応
」
で
真
逆
の
こ
と
を
こ
こ
三
年
ほ
ど
続
け

て
い
ま
し
た
。
今
年
こ
そ
公
民
館
で
子
供
た
ち
の
嬉
々
と
し
た

声
が
聴
け
る
、
成
人
の
方
た
ち
が
楽
し
く
談
笑
す
る
、
自
慢
の
の

ど
を
披
露
す
る
、
ま
た
創
作
活
動
に
夢
中
に
な
れ
る
場
と
し
て

利
用
し
て
頂
き
た
い
。
各
世
代
や
各
団
体
の
方
の
話
し
合
い
や

交
流
の
場
と
し
て
公
民
館
が
よ
り
身
近
に
感
じ
ら
れ
る
「
好
民

館
」
と
し
て
、
そ
し
て
考
え
る
「
考
民
館
」、
考
え
を
耕
す
「
耕

民
館
」、
そ
れ
ぞ
れ
が
ハ
ッ
ピ
ー
に
な
れ
る
「
幸
民
館
」
を
み
な

さ
ん
方
と
一
緒
に
創
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

 

（
黒
川
） 

      
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

大山公民館 これからの予定 
  
２月 ８日（水）女性セミナー 手ぬぐい一枚で作る「あすま袋」作り 講師 松下美智子さん 

２月１５日（水）みんなの料理教室 「山菜の天ぷら」講師 穴井喜文さん 

２月２８日（火）大山公民館運営委員会視察研修 視察先 福岡市舞鶴公民館 

３月１５日（水）いきいき大学 「ぼくとおかんと介護のはなし」講師 佐藤康雄さん 

３月１８日（土）女性セミナー テーブルマナー講座 「ゲストハウス山海」 

３月１９日（日）大山ウォーキング大会（大山スポーツ協会主催 大山公民館共催） 

３月２６日（日）大山っ子チャレンジ教室 最終講 人権講座 

調味料「塩」を通して環境学習～「みんなの料理教室」研修視察 

 大山公民館「みんなの料理」教室生１２名は１月１

８日、福岡県糸島市芥屋にある「またいちの製塩所工

房とったん」に、塩ができる工程を見学に行きました。

糸島半島の突端（とったん）にあることから「とった

ん」だとか。 

 この工房では単に塩を作るだけでなく、①プラスチ

ック使用ゼロに向けての取り組み②工房スタッフ全

員による海岸線のゴミ広い③塩づくり工程で使う燃

料は廃材をリサイクルするという環境活動にも取り

組んでいます。 

 工房スタッフの方は「山や海や綺麗な環境があって

初めて良い塩ができます。」とお話しされました。 

 この日教室生は糸島市にある「志摩歴史資料館」も

訪問し旧志摩町から出土した考古資料展示物を見学

しました。玄界灘に突き出た糸島半島の志摩では、朝

鮮半島や大陸との交流を示すものや、漁をする道具な 

ど海との関わりのある遺物が出土していました。 

  

久しぶりの県外への研修視察を通して、教室生同士

の親睦も深まりました。 

 

製塩所を見学する「みんなの料理教室」教室生 


